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舎衛城内に残るソーブナート寺院跡
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舎衛城内には多くの建物跡が現存している

『
平
家
物
語
旨
目
頭
の
一
句
、
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声

シ

ユ

ラ

ヴ

ア

ス

テ

ィ

諸
行
無
常
の
響
き
あ
り
」
で
有
名
な
舎
衛
城
は
北
イ

ン
ド
の
ウ
ッ
タ
ラ
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
に
あ
り
、
ラ
プ

テ
イ
川
（
現
在
の
ア
チ
ラ
ヴ
ァ
テ
イ
川
）
の
南
に
位

置
す
る
。
そ
の
遺
跡
は
北
の
市
街
地
マ
ヘ
ー
ト
か
ら

南
西
に
少
し
離
れ
た
サ
ヘ
ー
ト
に
あ
る
。

こ
の
地
は
紀
元
前
脳
Ⅲ
紀
か
ら
同
６
世
紀
ま
で
栄

え
て
い
た
コ
ー
サ
ラ
国
の
首
都
で
あ
っ
た
。
釈
尊
の

時
代
に
は
パ
セ
ナ
デ
イ
王
の
統
治
下
に
あ
り
、
農
業
、

商
業
の
中
心
地
で
、
５
万
７
千
軒
の
住
居
が
あ
り
、

全
人
口
は
１
８
０
万
人
、
８
万
の
村
が
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
交
通
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
こ
の
地

に
釈
尊
は
た
び
た
び
訪
れ
た
。

そ
の
釈
尊
の
た
め
に
精
舎
を
建
て
寄
進
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
ア
ナ
ー
タ
ピ
ン
デ
イ
カ
と
い
う
信
者
が
、

ジ
ェ
ー
タ
長
者
に
土
地
の
購
入
を
願
い
で
た
。
す
る

と
ジ
ェ
ー
タ
長
者
は
、
黄
金
を
地
面
に
敷
き
詰
め
た

分
だ
け
売
ろ
う
と
答
え
た
。
ア
ナ
ー
タ
ピ
ン
デ
イ
カ

は
実
際
に
黄
金
を
敷
い
た
。
こ
れ
に
驚
い
た
ジ
ェ
ー

ク
ー



バルフート出土のレリーフ

水をまく人

精舎園

タ
長
者
は
、
敷
き
詰
め
た
分
以
上
の
土
地
を
寄
進
し
、

そ
こ
に
精
舎
が
出
来
上
が
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

精
舎
の
境
内
に
は
多
く
の
遺
跡
が
残
っ
て
い
る
。

人
を
殺
し
て
は
そ
の
指
を
切
り
、
首
飾
り
に
し
て
い

た
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
が
、
後
に
罪
を
悔
い
、
釈
尊
に

帰
依
し
た
場
所
。
釈
尊
の
信
者
が
多
い
の
を
ね
た
ん

だ
バ
ラ
モ
ン
が
女
を
殺
し
、
釈
尊
が
殺
し
た
と
触
れ

回
っ
た
た
め
地
獄
に
落
ち
た
穴
、
そ
し
て
、
チ
ン

チ
ャ
ー
な
る
女
が
お
盆
を
お
腹
に
巻
い
て
釈
尊
の
子

と
触
れ
回
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
た
地
獄
に
落
と
さ
れ

た
場
所
な
ど
が
あ
る
。

バ
ル
フ
ー
ト
出
土
の
レ
リ
ー
フ
（
浮
き
彫
り
）
に
は

黄
金
を
敷
き
詰
め
る
人
、
中
央
に
は
水
を
ま
く
人
の

姿
が
見
え
る
。
こ
の
図
柄
か
ら
、
新
し
く
何
か
を
寄
進

し
た
時
に
は
水
を
注
ぐ
風
習
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
パ
セ
ナ
デ
ィ
王
の
病
を
治
療
し
た
ミ
ガ
ー
ラ

マ
ー
タ
と
い
う
女
性
信
者
が
釈
尊
の
た
め
に
建
立
し

た
、
東
園
鹿
子
母
講
堂
も
近
く
に
あ
る
。

紀
元
前
後
に
こ
の
地
を
支
配
し
た
ク
シ
ャ
ナ
王
朝
、

；
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佐
藤
良
純
大
正
大
学
名
誉
教
授

さ
と
う
．
り
ょ
う
じ
ゅ
ん
昭
和
７
年
東
京
生
ま
れ
。
大
正
大
学
、

同
大
学
院
、
イ
ン
ド
デ
リ
ー
大
学
院
に
学
ぶ
。
昭
和
訓
年
よ
り
大

正
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
教
授
、
学
科
長
を
経
て
、
平
成
仙
年
退

職
、
大
正
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
イ
ン
ド
へ
の
初
渡
航
は
昭
和

調
年
、
以
来
イ
ン
ド
へ
訪
れ
る
こ
と
、
㈹
有
余
回
。
著
書
に
一
プ
ッ

ダ
ガ
ヤ
大
菩
提
寺
一
、
「
釈
尊
の
生
涯
」
な
ど
多
数
。

I

１
９
５
９
（
昭
和
訓
）
年
、
イ
ン
ド
で
の
著
者

虹
腰
厚
，
酔
心
一
己
ロ
伺
四
・
訂
知

■
辺
．
■
？

一

・

甥

＝ 〆

實菫な手帳はしっかりし

た革製

５
世
紀
の
グ
プ
タ
王
朝
も
こ
の
釈
尊
ゆ
か
り
の
地
を
、

そ
し
て
仏
教
を
保
護
し
た
。
そ
の
５
世
紀
に
こ
の
地

を
訪
れ
た
法
顕
が
仏
教
の
癖
ん
な
様
子
を
今
に
伝
え

て
い
る
。
７
世
紀
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
玄
英
は
『
大

塔
唐
西
域
記
』
に
、
こ
の
地
は
荒
廃
し
て
い
る
が
、

な
お
多
く
の
仏
教
遺
跡
が
あ
る
、
と
記
し
て
い
る
。

私
が
１
９
５
９
（
昭
和
鈍
）
年
に
こ
の
地
を
訪
れ

た
時
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
記
そ
う
。

「
汽
車
で
デ
リ
ー
を
発
っ
て
次
の
日
の
午
前
中
に
舎

衛
城
に
一
番
近
い
駅
、
バ
ル
ラ
ン
プ
ー
ル
に
着
く
。

人
力
車
で
お
よ
そ
一
時
間
、
丘
の
上
に
遺
跡
が
み

え
て
く
る
。
そ
の
小
高
い
丘
に
登
っ
て
み
る
と
北
側

に
遠
く
川
が
見
え
、
木
々
の
間
に
精
舎
と
ス
ト
ウ
ー

パ
が
点
在
し
て
い
る
。
街
も
精
舎
も
低
い
城
壁
に
囲

ま
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

そ
し
て
す
べ
て
の
遺
跡
に
は
英
語
と
ヒ
ン
デ
ィ
ー

語
の
説
明
板
が
あ
り
、
わ
か
り
や
す
い
。
そ
の
夜
は

マ
ハ
ラ
ジ
ャ
（
土
地
の
所
有
者
）
経
営
す
る
ホ
テ
ル

に
泊
ま
る
」
思
い
出
深
い
地
の
ひ
と
つ
だ
。

子


